
宜野湾市立博物館 令和元年１２月２５日発行 第３４号

上：うす暗い森の中の葉上で、仲むつまじく並んでいるオキナワモリバッタの

メス(右)とオス(左)。

オキナワモリバッタ（メモ）ØØØ

○体の大きさは２５～３０mmの中型のバッタ。触
角の先が白く目立つことが特徴です。地面の上
よりは葉っぱの上によく留まっています。
○森川公園では、モクマオウのトンネル道やウガ
ンヌカタの後ろの森、森川之塔そばの森などで
見られます。モリバッタ(森蝗虫)の名前のとお
り、森の中が好きで、明るい所よりは、少し暗
い所を探すと見つけやすいよ。
○モリバッタの仲間は、沖縄諸島の島々に普通に
すんでいますが、それぞれの島で少しずつ色や
模様が違っていて、別々の名前がつけられてい
ます。森川公園のある沖縄島のものは、オキナ
ワモリバッタと呼ばれています。
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緑の公園には、不思議が
いっぱい見つかります。

（3４）フタオチョウがやってくる日

フタオチョウは、県指定天然記念物にな
っている希少なチョウで、沖縄島が分布の
北限で、1980年代前半までは、沖縄島の
北部域だけにすんでいました。1986年に
沖縄市知花で１枚の前翅が見つかったのに
始まり、その後沖縄市や北中城村、宜野湾
市で目撃されるようになりました。
宜野湾市内では、これまでのところ嘉数

高台公園、普天間小裏の森(基地内)、普天
間中裏の森、キャンプ瑞慶覧(普天間川沿の
森)で見つけられています。こうした地域で
は、クスノハエノキが食樹になっています。
森川公園にも、クスノハエノキは生えてい
ますので、いつかフタオチョウガやってく

(上)：ススキの葉の中で休んでいるフタオチョウ(沖縄市にて）。 るかもしれませんね。

～ ガジュマル ～

○高さ20mにもなる常緑の高木で、
沖縄諸島の石灰岩地にできる森の主
要な構成樹木です。

○海岸地から山地まで自生し、岩壁や
別の樹の上に生えることもありま
す。時には、直接岩から芽生えるこ
ともあり、石の上に生えている幼木
も見られます。

○森川公園でもあちこちに生えていま
すが、特に駐車場から右手の遊歩道
のすぐ先、道路際にある大きな木は、
葉っぱが黄緑色で、いわゆる黄金ガ
ジュマルです。 上:石灰岩の大きな岩に生えている若いガジュマル。
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博物館で森川公園の見取り図をもらって、
自分が見つけた動物や植物をメモしていこう！
疑問や質問があったら、博物館の職員にいろいろ聞いてみてね。
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